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一 

　
中
小
企
業
活
性
化
パ
ッ

ケ
ー
ジ
に
よ
る
活
性
協
の

設
置
と
業
務
の
拡
大

１ 　

中
小
企
業
の
収
益
力
改

善
・
事
業
再
生
・
再
チ
ャ
レ

ン
ジ
の
総
合
支
援

　
２
０
０
３
年
に
全
国
47
都
道
府
県

に
設
置
さ
れ
た
再
生
協
は
、
当
初
各

地
域
に
お
い
て
手
探
り
状
態
で
私
的

手
続
で
あ
る
中
小
企
業
の
再
生
支
援

を
進
め
て
き
た
が
、
２
０
０
７
年
全

国
本
部
の
設
置
、
翌
年
に
は
統
一
し

た
手
続
き
が
公
表
さ
れ
る
等
に
よ

り
、
現
在
の
支
援
体
制
が
整
っ
た
。

　
そ
の
後
数
多
く
の
案
件
を
取
り
扱

う
こ
と
等
に
よ
り
、
中
小
企
業
の
再

生
支
援
に
つ
い
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
相

応
に
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。

　
今
般
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
、
中

小
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
激
変

し
、
こ
れ
ま
で
20
年
近
く
積
み
上
げ

て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
て
、
中

小
企
業
の
収
益
力
改
善
か
ら
再
チ
ャ

レ
ン
ジ
支
援
ま
で
幅
広
い
役
割
を
担

う
こ
と
と
な
っ
た
。

　
図
表
１
は
、活
性
協
が
担
う
、「
収

益
力
改
善
フ
ェ
ー
ズ
」「
事
業
再
生

フ
ェ
ー
ズ
」「
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ェ
ー

ズ
」
を
事
業
者
の
業
況
に
合
わ
せ
て

わ
か
り
や
す
く
示
し
た
図
で
あ
る
。

　
下
側
の
表
は
、
フ
ェ
ー
ズ
ご
と
に

上
段
は
活
性
協
自
身
が
手
続
き
を
行

う
も
の
、
下
段
は
専
門
家
が
行
い
活

性
協
は
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
仕

組
み
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
、
中
小
企
業
を
取
り
巻
く

環
境
が
激
変
し
、
対
象
範
囲
が
拡
大

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
活
性
協
手
続

だ
け
で
は
到
底
対
応
で
き
な
く
な
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
経
営
改

善
支
援
計
画
を
担
う
認
定
経
営
革
新

等
支
援
機
関
（
以
下
、「
認
定
支
援

機
関
」
と
い
う
）
や
中
小
企
業
版
私

的
整
理
手
続
（
再
生
型
、
廃
業
型
）

を
担
う
第
三
者
支
援
専
門
家
層
の
拡

充
は
必
須
で
、
各
地
域
で
の
連
携
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

⑴
　
収
益
力
改
善
フ
ェ
ー
ズ

　
こ
れ
ま
で
の
再
生
協
で
は
、
リ
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
の
金
融
支
援
が
必
要

な
事
業
再
生
フ
ェ
ー
ズ
か
ら
が
、
主

な
支
援
対
象
と
さ
れ
て
い
た
が
、
比

較
的
事
業
の
毀
損
が
少
な
い
早
期
の

段
階
で
の
経
営
改
善
を
図
っ
て
い
く

重
要
性
に
着
目
し
た
対
応
を
行
う
こ

と
と
な
っ
た
。「
病
で
も 

早
期
発
見 

早
期
措
置
」
で
あ
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
緊
急
対
応
で
あ
っ

た
、「
新
型
コ
ロ
ナ
特
例
リ
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
」（
以
下
、「
特
例
リ
ス
ケ
」

と
い
う
。
コ
ロ
ナ
禍
で
資
金
繰
り
が

厳
し
い
状
況
に
陥
っ
た
事
業
者
は
、

資
金
繰
り
計
画
や
経
営
改
善
の
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
提
出
す
る
こ
と

で
、
金
融
機
関
に
最
大
１
年
間
の
返

済
猶
予
を
要
請
す
る
制
度
）
の
取
扱

11　　

事
業
再
生
フ
ェ
ー
ズ
に
お
け
る
再
生
支
援
の
現
状
と
活
性
協
の
役
割

事
業
再
生
フ
ェ
ー
ズ
に
お
け
る
再
生
支
援
の
現
状
と
活
性
協
の
役
割

ＴＯＰＩＣ①

兵
庫
県
中
小
企
業
活
性
化
協
議
会

兵
庫
県
中
小
企
業
活
性
化
協
議
会  

統
括
責
任
者　

統
括
責
任
者　

野
田
野
田  

勝
也
勝
也

中
小
企
業
活
性
化
協
議
会

中
小
企
業
活
性
化
協
議
会
とと
再
生
系
サ
ー
ビ
サ
ー

再
生
系
サ
ー
ビ
サ
ー
が
担
う
が
担
う
地
域
活
性
化

地
域
活
性
化

　
２
０
２
２
年
３
月
、
経
済
産
業
省・金
融
庁・財
務
省
か
ら
「
中
小
企
業
活
性
化
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
が
公
表
さ
れ
、
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
（
以
下
、「
再
生
協
」

と
い
う
）
を
改
組
し
て
、
中
小
企
業
の
収
益
力
改
善
・
事
業
再
生
・
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
一
元
的
に
支
援
す
る
「
中
小
企
業
活
性
化
協
議
会
（
以
下
、「
活
性
協
」
と

い
う
）」
が
発
足
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
以
降
２
年
近
く
が
経
過
し
た
が
、
現
場
で
は
様
々
な
施
策
や
手
法
が
開
発
さ
れ
、
中
小
企
業
の
支
援
に
大
き
な
変
化
が
現

れ
つ
つ
あ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
れ
ら
の
最
新
の
動
向
や
現
場
に
お
け
る
具
体
的
な
動
き
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
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一 

　
パ
ッ
ケ
ー
ジ
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
と

に
し
せ
と
サ
ー
ビ
サ
ー

　
に
し
せ
と
サ
ー
ビ
サ
ー
は
、

２
０
２
１
年
８
月
に
営
業
を
開
始
し

た
従
業
員
31
名
（
２
０
２
３
年
９
月

末
現
在
）
の
㈱
山
口
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ

ル
グ
ル
ー
プ
を
親
会
社
と
す
る
地
銀

系
の
サ
ー
ビ
サ
ー
で
あ
る
。
地
銀
系

サ
ー
ビ
サ
ー
の
使
命
と
し
て
、地
域・

事
業
に
対
す
る
再
生
支
援
を
中
核
業

務
と
位
置
づ
け
て
お
り
、
短
期
的
な

利
益
を
追
求
し
な
い
「
再
生
系
サ
ー

ビ
サ
ー
」
を
志
向
し
て
い
る
。

　
２
０
２
１
年
６
月
の
金
融
庁
公
表

「
金
融
仲
介
機
能
の
発
揮
に
向
け
た

プ
ロ
グ
レ
ス
レ
ポ
ー
ト
」に
お
い
て
、

初
め
て
サ
ー
ビ
サ
ー
の
再
生
支
援
に

お
け
る
有
用
性
が
示
さ
れ
た
こ
と
を

皮
切
り
に
、
２
０
２
２
年
９
月
に
発

表
さ
れ
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
で

は
〝
再
生
系
サ
ー
ビ
サ
ー
〞
と
い
う

定
義
が
登
場
し
、
業
界
内
に
お
い
て

広
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ

こ
で
登
場
し
た
再
生
系
サ
ー
ビ
サ
ー

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
元
々
中
小

企
業
庁
が
同
年
８
月
に
開
始
し
た

「
再
生
系
サ
ー
ビ
サ
ー
ト
ラ
イ
ア
ル
」

（
注
１
）
に
お
い
て
示
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
再
生
系
サ
ー
ビ
サ
ー
す
な

わ
ち
「
中
小
企
業
活
性
化
協
議
会
と

と
も
に
再
生
支
援
に
前
向
き
に
取
り

組
む
サ
ー
ビ
サ
ー
」と
定
義
さ
れ
た
。

こ
の
再
生
系
サ
ー
ビ
サ
ー
ト
ラ
イ
ア

ル
は
、
サ
ー
ビ
サ
ー
が
広
く
参
加
で

き
る
仕
組
み
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

特
徴
で
、
ま
ず
は
多
く
の
実
績
を
積

み
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま

で
は
処
理
が
難
し
い
と
さ
れ
て
い
た

案
件
を
各
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
円
滑
に
処

理
し
や
す
く
す
る
こ
と
を
主
た
る
目

標
と
し
て
い
る
。

　
１
９
９
９
年
に
弁
護
士
法
の
特
例

と
し
て
「
債
権
管
理
回
収
業
に
関
す

る
特
別
措
置
法
（
サ
ー
ビ
サ
ー
法
）」

が
施
行
さ
れ
て
か
ら
20
年
超
が
経
過

し
、
サ
ー
ビ
サ
ー
も
よ
う
や
く
こ
こ

ま
で
進
化
し
た
。
な
か
な
か
日
の
目

を
見
な
い〝
債
権
回
収
会
社
〞、〝
サ
ー

ビ
サ
ー
〞
に
対
し
、
こ
れ
だ
け
注
目

が
集
ま
っ
て
き
た
こ
と
で
、
地
域
に

お
け
る
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る

金
融
機
関
や
中
小
企
業
活
性
化
協
議

会
（
以
下
、「
活
性
協
」
と
い
う
）

を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
再
生
プ
レ

イ
ヤ
ー
と
の
連
携
が
進
み
や
す
く

な
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
大
き
な
進

歩
で
あ
る
と
い
え
る
。
行
政
サ
イ
ド

か
ら
の
こ
れ
ま
で
に
な
い
援
護
射
撃

を
受
け
て
い
る
と
感
じ
て
お
り
、
こ

こ
か
ら
は
地
域
活
性
化
に
向
け
て
各

サ
ー
ビ
サ
ー
が
自
ら
考
え
行
動
す
る

真
価
が
問
わ
れ
る
フ
ェ
ー
ズ
に
突
入

し
た
と
考
え
て
い
る
。

二
　
地
域
活
性
化
と
そ
の
課
題

22　　

に
し
せ
と
サ
ー
ビ
サ
ー
が
担
う
投
資
先
発
掘
や
再
生
支
援

に
し
せ
と
サ
ー
ビ
サ
ー
が
担
う
投
資
先
発
掘
や
再
生
支
援

ＴＯＰＩＣ①

に
し
せ
と
地
域
共
創
債
権
回
収
株
式
会
社

に
し
せ
と
地
域
共
創
債
権
回
収
株
式
会
社  

代
表
取
締
役
社
長　

代
表
取
締
役
社
長　

坂
本
坂
本  

直
樹
直
樹

企
画
部
企
画
部  

課
長　
課
長　

篠
原
篠
原  

一
樹
一
樹

中
小
企
業
活
性
化
協
議
会

中
小
企
業
活
性
化
協
議
会
とと
再
生
系
サ
ー
ビ
サ
ー

再
生
系
サ
ー
ビ
サ
ー
が
担
う
が
担
う
地
域
活
性
化

地
域
活
性
化

「
中
小
企
業
活
性
化
パ
ッ
ケ
ー
ジ
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
」（
以
下
、「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
」
と
い
う
）
が
発
出
さ
れ
１
年
が
経
過
し
た
。
本
稿
で
は
「
に
し
せ
と
地
域
共
創

債
権
回
収
㈱
」（
以
下
、「
に
し
せ
と
サ
ー
ビ
サ
ー
」
と
い
う
）
と
し
て
課
題
認
識
し
て
い
る
こ
と
や
、
そ
の
課
題
解
決
へ
向
け
て
こ
の
１
年
間
で
取
り
組
ん
で
き
た

こ
と
、
そ
し
て
、
当
社
が
志
向
す
る
事
業
再
生
支
援
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
の
実
績
を
含
め
て
説
明
す
る
。
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は
じ
め
に

　
で
ん
さ
い
は
、
で
ん
さ
い
ネ
ッ
ト

が
運
営
す
る
電
子
記
録
債
権
の
名
称

で
あ
る
。
電
子
記
録
債
権
は
、

２
０
２
６
年
度
末
ま
で
に
紙
の
手
形

の
廃
止
が
目
指
さ
れ
て
い
る
な
か

で
、
紙
の
手
形
の
機
能
を
代
替
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
今
後
さ

ら
な
る
普
及
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
こ

で
本
稿
で
は
、
で
ん
さ
い
の
基
本
的

な
仕
組
み
と
利
用
に
つ
い
て
解
説
す

る
。一 　

手
形
廃
止
の
流
れ

と
受
皿
と
し
て
の
電

子
記
録
債
権　

　
周
知
の
と
お
り
、
政
府
な
ら
び
に

産
業
界
お
よ
び
金
融
業
界
に
お
い

て
、手
形
機
能（
注
１
）の
電
子
化（
言

い
換
え
れ
ば
、
紙
の
手
形
の
廃
止
）

に
向
け
た
検
討
が
進
ん
で
い
る
。
全

銀
協
が
事
務
局
を
務
め
る
「
手
形
・

小
切
手
機
能
の『
全
面
的
な
電
子
化
』

に
関
す
る
検
討
会
」
に
よ
り

２
０
２
１
年
７
月
19
日
に
制
定
さ

れ
、
２
０
２
２
年
６
月
17
日
に
改
定

さ
れ
た「
手
形
・
小
切
手
機
能
の
全

面
的
な
電
子
化
に
向
け
た
自
主
行
動

計
画
」（
注
２
）に
お
い
て
は
、２
０ 

２
６
年
度
末
ま
で
に
全
国
手
形
交
換

所
に
お
け
る
手
形
（
約
束
手
形
、
為

替
手
形
）
の
交
換
枚
数
を
ゼ
ロ
に
す

る
こ
と
を
最
終
目
標
に
、
自
主
行
動

計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
る
。

　
自
主
行
動
計
画
に
お
い
て
は
、
手

形
に
つ
い
て
、「
紙
」
に
よ
る
決
済

を
や
め
る
観
点
か
ら
、
代
替
手
段
で

あ
る
電
子
的
決
済
サ
ー
ビ
ス
へ
の
移

行
を
推
進
す
る
こ
と
が
提
唱
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
代
替
手
段
の
代
表
例

と
し
て
、
電
子
記
録
債
権
お
よ
び
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
に
よ
る

振
込
み
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
紙
の
手
形
の
廃
止

の
機
運
が
高
ま
る
な
か
で
、
電
子
記

録
債
権
は
、
紙
の
手
形
が
現
在
担
っ

て
い
る
機
能
の
受
け
皿
と
し
て
の
役

割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お

り
、
今
後
、
よ
り
い
っ
そ
う
、
紙
の

手
形
か
ら
電
子
記
録
債
権
へ
の
シ
フ

ト
の
流
れ
が
進
む
と
予
想
さ
れ
る
。

実
際
、
電
子
記
録
債
権
の
中
で
も
本

稿
で
取
り
扱
う
で
ん
さ
い
に
つ
い
て

は
、
発
生
記
録
請
求
金
額
お
よ
び
請

求
件
数
が
拡
大
し
て
お
り
（
図
表

１
）、
２
０
２
３
年
９
月
時
点
で
は

１
ヵ
月
に
３
兆
円
を
超
え
る
金
額
の

債
権
が
発
生
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
で
ん
さ
い
と

そ
の
基
礎
に
あ
る
電
子
記
録
債
権
の

基
本
的
な
性
質
を
説
明
し
た
う
え

で
、
で
ん
さ
い
の
基
本
的
な
仕
組
み

や
具
体
的
利
用
方
法
に
つ
い
て
概
説

す
る
（
注
３
）。

二 　
電
子
記
録
債
権
の

基
本
的
な
性
質

１　
概　
要

⑴
　
制
度
の
仕
組
み

　
で
ん
さ
い
は
、
電
子
記
録
債
権
法

と
い
う
法
律
に
基
づ
い
て
創
設
さ
れ

た
制
度
で
あ
る
電
子
記
録
債
権
に
つ

い
て
の
名
称
の
一
つ
で
あ
る
。
具
体

的
に
は
、
電
子
記
録
債
権
制
度
は
、

電
子
債
権
記
録
機
関
と
い
う
機
関

（
こ
の
よ
う
な
機
関
と
し
て
認
め
ら

1
　
で
ん
さ
い
の
基
本
的
な
仕
組
み
と
利
用

中
村
・
角
田
・
松
本
法
律
事
務
所 

弁
護
士　

仁
科 

秀
隆

ＴＯＰＩＣ②

で
ん
さ
い
の
仕
組
み
・
法
的
理
解
と
最
新
判
例
解
説

で
ん
さ
い
の
仕
組
み
・
法
的
理
解
と
最
新
判
例
解
説
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一
　
本
件
事
案
の
概
要
　

　
最
決
令
和
５
・
３
・
29
金
融
・
商

事
判
例
１
６
７
４
号
18
頁
（
以
下
、

「
本
件
最
決
」
と
い
う
）
に
お
い
て

要
約
さ
れ
て
い
る
本
件
の
事
実
関
係

は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①　

相
手
方
Ｙ
は
、
令
和
３
年
11
月
15

日
、
抗
告
人
Ｘ
に
対
し
て
Ｙ
へ
の
金

員
の
支
払
を
命
ず
る
旨
の
仮
執
行
宣

言
付
判
決
（
以
下
、「
本
件
判
決
」

と
い
う
）
を
債
務
名
義
と
し
て
、
Ｘ

の
Ｚ
に
対
す
る
売
掛
債
権
に
つ
い
て

差
押
命
令（
以
下
、「
前
件
差
押
命
令
」

と
い
う
）
お
よ
び
転
付
命
令
（
以
下
、

「
前
件
転
付
命
令
」
と
い
い
、
前
件

差
押
命
令
と
併
せ
て
「
前
件
転
付
命

令
等
」
と
い
う
）
を
得
た
。

　
　

前
件
転
付
命
令
等
は
、同
月
18
日
、

第
三
債
務
者
で
あ
る
Ｚ
に
、
同
月
25

日
、
債
務
者
で
あ
る
Ｘ
に
そ
れ
ぞ
れ

送
達
さ
れ
、
そ
の
後
、
確
定
し
た
。

②　

Ｚ
は
、
前
件
差
押
命
令
の
送
達
を

受
け
る
前
に
、
Ｘ
と
の
間
で
、
前
件

転
付
命
令
等
に
係
る
売
掛
債
権
の
う

ち
合
計
１
４
６
３
万
円
余
の
債
権

（
以
下
、「
本
件
被
転
付
債
権
」
と
い

う
）
に
つ
い
て
、
そ
の
支
払
の
た
め

に
電
子
記
録
債
権
（
以
下
、「
本
件

電
子
記
録
債
権
」
と
い
う
）
を
発
生

さ
せ
て
い
た
。

　
　

Ｚ
は
、
Ｘ
に
対
し
、
本
件
電
子
記

録
債
権
の
支
払（
以
下
、「
本
件
支
払
」

と
い
う
）
を
し
、
Ｙ
に
対
し
て
は
本

件
被
転
付
債
権
の
支
払
を
し
な
か
っ

た
。

③　

Ｙ
は
、
令
和
４
年
１
月
22
日
、
本

件
判
決
を
債
務
名
義
と
し
て
、
Ｘ
が

有
す
る
原
々
決
定
の
別
紙
差
押
債
権

目
録
に
記
載
さ
れ
て
い
る
各
売
掛
債

権
に
つ
い
て
差
押
命
令
の
申
立
て
を

し
、
原
々
審
は
、
同
月
31
日
、
こ
れ

に
基
づ
く
差
押
命
令
（
以
下
、「
本

件
差
押
命
令
」
と
い
う
）
を
発
し
た
。

　
　

本
件
差
押
命
令
の
執
行
債
権
に
は

前
件
転
付
命
令
の
執
行
債
権
が
含
ま

れ
て
い
た
が
、
本
件
被
転
付
債
権
の

額
が
控
除
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

④　

以
上
の
事
実
関
係
の
も
と
、Ｘ
は
、

本
件
被
転
付
債
権
は
前
件
転
付
命
令

が
Ｚ
に
送
達
さ
れ
た
時
点
で
存
在
し

た
か
ら
、
前
件
転
付
命
令
の
執
行
債

権
は
、
本
件
被
転
付
債
権
の
券
面
額

で
弁
済
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ

（
民
事
執
行
法
１
６
０
条
）、
そ
の
大

部
分
が
消
滅
し
て
お
り
、
本
件
差
押

命
令
は
、
同
法
１
４
６
条
２
項
が
禁

止
す
る
超
過
差
押
え
に
当
た
る
と
し

て
、
そ
の
取
消
し
を
求
め
る
執
行
抗

告
を
し
た
。

二
　
原
決
定
の
内
容

　
原
決
定
は
、
次
の
と
お
り
述
べ
、

Ｘ
の
執
行
抗
告
を
棄
却
し
た
（
原
決

定
中
に
用
い
ら
れ
て
い
る
略
語
の
意

味
な
ど
を
含
め
、
原
決
定
の
詳
細
は

金
融
・
商
事
判
例
誌
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
原
決
定
文
を
参
照
）。

　
「
Ｘ
と
Ｚ
と
の
間
に
お
い
て
、
本

件
電
子
記
録
債
権
を
、
本
件
転
付
前

2　

電
子
記
録
債
権
に
関
す
る
最
決
令
和
５
年
３
月
29
日
の
検
討

浅
井
国
際
法
律
事
務
所 

弁
護
士　

浅
井 

弘
章

ＴＯＰＩＣ②

で
ん
さ
い
の
仕
組
み
・
法
的
理
解
と
最
新
判
例
解
説

で
ん
さ
い
の
仕
組
み
・
法
的
理
解
と
最
新
判
例
解
説
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は
じ
め
に

　
昨
今
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
取

組
み
が
不
十
分
で
あ
っ
た
た
め
に
、

不
祥
事
件
が
発
生
し
、
レ
ピ
ュ
テ
ー

シ
ョ
ン
（
評
判
・
評
価
）
の
毀
損
か

ら
財
務
を
毀
損
す
る
に
至
る
事
例
も

み
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
か
、
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
を
企
業
価
値
の
毀
損
防

止
の
観
点
で
の
み
捉
え
て
し
ま
い
、

企
業
価
値
の
向
上
の
面
か
ら
捉
え
る

こ
と
は
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か

し
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
概
念
は

広
が
っ
て
き
て
お
り
、
企
業
価
値
の

毀
損
防
止
と
向
上
の
両
面
か
ら
捉
え

る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
を
前
向
き
に
推
進
す
る
た

め
に
も
、
そ
の
よ
う
に
捉
え
る
べ
き

で
あ
る
と
考
え
る
。
筆
者
は
こ
う
し

た
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
捉
え
方
を

「
両
利
き
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
」

と
よ
ん
で
い
る（
次
頁
図
表
１
参
照
）

（
注
１
）。
本
稿
で
は
、「
両
利
き
の

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
」
を
踏
ま
え
た

顧
客
本
位
の
実
効
的
な
取
組
み
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

一 

　
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の 

概
念
の
広
が
り

１　
コ
ン
ダ
ク
ト
・
リ
ス
ク

　
金
融
庁
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・

リ
ス
ク
管
理
に
関
す
る
検
査
・
監
督

の
考
え
方
と
進
め
方
（
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
・
リ
ス
ク
管
理
基
本
方
針
）」

で
は
、「
コ
ン
ダ
ク
ト
・
リ
ス
ク
」

に
つ
い
て
、「
法
令
と
し
て
規
律
が

整
備
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
①
社

会
規
範
に
悖
る
行
為
、
②
商
慣
習
や

市
場
慣
行
に
反
す
る
行
為
、
③
利
用

者
の
視
点
の
欠
如
し
た
行
為
等
に
つ

な
が
り
、
結
果
と
し
て
企
業
価
値
が

大
き
く
毀
損
さ
れ
る
場
合
が
少
な
く

な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
法
律
は

様
々
な
社
会
的
事
実
を
背
景
と
し
て

制
定
・
改
正
さ
れ
る
が
、
国
会
で
の

審
議
等
を
経
る
必
要
が
あ
り
、
ど
う

し
て
も
時
間
が
か
か
る
。
こ
う
し
た

な
か
で
、
法
律
だ
け
に
目
を
向
け
て

い
て
は
、
常
に
変
化
す
る
世
の
中
の

動
き
や
社
会
常
識
に
後
れ
を
と
る
お

そ
れ
が
あ
る
。「
法
令
と
し
て
規
律

が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
」中
で
も「
社

会
規
範
に
悖
る
行
為
」
を
行
え
ば
、

企
業
の
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
毀
損

さ
れ
、
顧
客
離
れ
が
起
こ
る
こ
と
が

あ
る
（
注
２
）。「
コ
ン
ダ
ク
ト
・
リ

ス
ク
」
に
ま
で
視
野
を
広
げ
て
、
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
捉
え
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

２ 　
社
会
規
範
へ
の
着
目

　
言
い
換
え
る
と
、
企
業
は
、「
法

規
範
」（
法
律
、政
令
、内
閣
府
令
等
）

や
「
行
政
規
範
」（
行
政
庁
が
定
め

た
指
針
等
（
監
督
指
針
、
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
等
））
の
み
な
ら
ず
、「
社
会
規

範
」（
顧
客
や
取
引
先
、
社
会
、
地

域
等
か
ら
の
期
待
）（
注
３
）
に
も

着
目
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
（
次

頁
図
表
２
参
照
）。

　
「
社
会
規
範
」
は
時
代
と
と
も
に

変
わ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
外
延
は

不
明
瞭
で
あ
る
（
そ
の
た
め
、
点
線

と
し
て
い
る
）。
社
会
の
動
向
に
注

意
し
、
自
社
は
一
体
ど
こ
か
ら
ど
の

よ
う
な
期
待
を
受
け
て
い
る
の
か
を

真
摯
に
検
討
す
る
こ
と
で
、「
コ
ン

ダ
ク
ト
・
リ
ス
ク
」
に
対
応
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

「
両
利
き
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
」の
観
点
か
ら
見
る

顧
客
本
位
の
業
務
運
営
の
実
効
的
取
組
み

の
ぞ
み
総
合
法
律
事
務
所 

弁
護
士　

吉
田 

桂
公

今月の解説
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一    

但
馬
信
用
金
庫  

川
上
氏
に
よ
る

プ
レ
ゼ
ン

新
温
泉
町
の
活
性
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

　
新し

ん
お
ん
せ
ん
ち
ょ
う

温
泉
町
は
兵
庫
県
北
西
部
に
あ

る
人
口
１
万
３
千
人
ほ
ど
の
小
さ
な

町
で
す
。
食
資
源
が
豊
富
で
、
但
馬

牛
、
松
葉
ガ
ニ
の
ほ
か
、
隠
れ
日
本

一
の
ハ
タ
ハ
タ
と
ホ
タ
ル
イ
カ
が
あ

り
ま
す
。ハ
タ
ハ
タ
と
い
え
ば
秋
田
、

ホ
タ
ル
イ
カ
と
い
え
ば
富
山
の
イ

メ
ー
ジ
で
す
が
、
い
ず
れ
も
日
本
一

の
漁
獲
量
は
新
温
泉
町
で
す
。
ま
た

湯
村
温
泉
は
豊
富
な
湯
出
量
を
誇
り

ま
す
。
こ
こ
は
、
夢
千
代
日
記
と
い

う
吉
永
小
百
合
さ
ん
が
出
演
さ
れ
た

ド
ラ
マ
の
舞
台
で
も
あ
り
ま
す
。

　
私
は
、
企
業
支
援
部
（
現 

事
業

支
援
部
）
に
配
属
さ
れ
た
２
０
０
７

年
以
来
、
旅
館
の
事
業
再
生
の
仕
事

を
皮
切
り
に
、
新
温
泉
町
の
活
性
化

支
援
を
続
け
て
い
ま
す
。
バ
ブ
ル
期

に
34
万
人
だ
っ
た
湯
村
温
泉
の
入
込

客
数
は
、
２
０
１
０
年
頃
に
は
半
分

以
下
の
15
万
人
ま
で
減
り
ま
し
た
。

再
生
支
援
を
し
て
い
た
小
規
模
旅
館

で
は
、
売
上
増
加
施
策
を
実
施
し
て

も
、
す
ぐ
に
周
り
の
旅
館
に
真
似
さ

れ
、
宿
泊
客
が
伸
び
悩
む
な
か
、
大

型
旅
館
が
宿
泊
単
価
を
下
げ
る
こ
と

に
よ
り
、
小
規
模
旅
館
も
下
げ
ざ
る

を
得
な
い
と
い
う
悪
循
環
が
起
き
て

い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
個
々
の
旅

館
で
は
な
く
、
街
ご
と
良
く
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
、
温
泉
地
全
体
の

活
性
化
を
支
援
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ま
ず
、観
光
協
会
、商
工
会
、

町
役
場
、
地
域
住
民
と
一
緒
に
地
域

活
性
化
の
た
め
の
計
画
を
作
成
し
、

「
湯
村
温
泉
会
議
」
を
組
成
し
て
、

実
施
策
を
実
行
し
て
い
く
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　
そ
の
一
つ
と
し
て
、
信
金
業
界
の

年
金
旅
行
（
信
用
金
庫
で
は
、
旅
行

目
的
で
年
金
を
積
み
立
て
て
も
ら
っ

た
預
金
者
向
け
に
団
体
旅
行
の
企

画
・
随
行
を
行
っ
て
い
る
）
の
誘
致

を
企
画
し
ま
し
た
。
他
地
域
の
信
金

に
対
し
、「
年
金
旅
行
で
は
湯
村
温

泉
へ
来
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
キ
ャ

ラ
バ
ン
活
動
を
し
た
結
果
、
１
万
８

千
人
の
お
客
様
に
来
て
い
た
だ
け
ま

し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
活
動
が
認
め
ら
れ

て
、
新
温
泉
町
で
道
の
駅
が
建
設
さ

れ
る
時
、
但
馬
信
用
金
庫
は
調
査
研

究
事
業
の
委
託
を
受
け
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
道
の
駅
を
目
的
地
化
す
る
キ

ラ
ー
コ
ン
テ
ン
ツ
作
り
を
提
案
し
ま

し
た
。
例
え
ば
、
ハ
タ
ハ
タ
と
ホ
タ

 

●
日　
時

　
２
０
２
３
年
９
月
３
日

●
場　
所

　
芸
術
文
化
観
光
専
門
職
大
学（
兵
庫
県
豊
岡
市
）

●
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
タ

　
川
上 

晃
弘

　
（
但
馬
信
用
金
庫 

事
業
支
援
部
長
）

　
小
山 

俊
和 

　
（ 

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
複
合
施
設　

 

と
ゞ
兵
（
と
ど
ひ
ょ
う
）
オ
ー
ナ
ー
）

　
雨
森 

良
太 

　
（ 

豊
岡
市
役
所
コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
部 

環
境
経
済
課 

主
査
）

●
コ
メ
ン
テ
ー
タ

　
古
里 

圭
史 

　
（ 

慶
應
義
塾
大
学
特
任
准
教
授
、 

元 

飛
騨
信
用
組
合
役
員
）

　
小
野 

浩
幸 

　
（ 

地
域
活
性
学
会 

金
融
部
会
部
会
長
、 

山
形
大
学
教
授
）

　
日
下 

智
晴 

　
（ 

地
域
活
性
学
会 

金
融
部
会
副
部
会
長
、 

日
下
企
業
経
営
相
談
所 

代
表
）

●
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ

　
山
口 

省
藏

　
（ 

地
域
活
性
学
会 

金
融
部
会
副
部
会
長
、 

金
融
経
営
研
究
所 

所
長
）

川
上
川
上  
晃
弘
、
小
山

晃
弘
、
小
山  

俊
和
、
雨
森

俊
和
、
雨
森  

良
太
、
古
里

良
太
、
古
里  

圭
史
、
小
野

圭
史
、
小
野  

浩
幸
、
日
下

浩
幸
、
日
下  

智
晴
、
山
口

智
晴
、
山
口  

省
藏
省
藏

地
域
活
性
学
会
豊
岡
研
究
大
会
　
金
融
部
会
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
第

地
域
活
性
学
会
豊
岡
研
究
大
会
　
金
融
部
会
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
第
1515
回
研
究
会
）

回
研
究
会
）

「
協
同
組
織
金
融
機
関
に
よ
る
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
の
秘
密
」

「
協
同
組
織
金
融
機
関
に
よ
る
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
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